
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 施設機能担当 

液状化による農業水利施設の被害とその対策方針 

東日本大震災では，利根川下流沿岸を中心とした水田地帯で広域的な液状化
が発生し，農業水利施設に甚大な被害が発生しました。地震時の農業用施設の
被害状況は液状化の有無等の地盤条件に大きな影響を受けます。農業用施設
の耐震対策を立案する際には，施設が設置されている地盤条件と施設の重要性
を考慮した耐震対策を立てることが重要です。 

研究のポイント 

農業水利施設の被害 

対策方針 

利根川下流沿岸の稲敷市では広域的な液状化による大きな被害が発生しました。 

茨城県稲敷市結佐 茨城県稲敷市結佐 

今後は「施設の重要度」と「地震リスクの大きさ」を考慮した耐震対策を立案すること
が重要です。 
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大 大 － 回避 

大 中 パイプライン 強化復旧

大 小 水路（液状化有） 強化復旧・応急対応
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リスク上昇このような施設は
あってはならない


